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まとめの３学期がスタート！
～1年間のまとめをがんばりましょう～

２０日間の冬休みが終了し、１５日から三学期がスタ
ートしました。
例年にない暖かで雪の少ない冬休みとなりました。
しかし、元旦に発生した能登沖地震の被害の様子や2

日の羽田空港における航空機衝突事故火災など、新年か
ら衝撃的な映像がテレビで放映され、２０２４年は波乱
の幕開けとなりました。
本校の始業式当日は、大きな事故やケガもなかった冬

休みを過ごした子どもたちが、笑顔で登校してきてくれ
ました。これもひとえに保護者のみなさまのご協力のお
かげと感謝申し上げます。
始業式では、１年生の日景悠仁さん、３年生の福地眞

大さん、５年生の木村百希さんが「冬休みの思い出と３
学期に頑張りたいこと」を発表し、子どもたち全員が元

気に３学期のスタートを
切ることができました。
三学期は、１年間のま

とめと次の学年へ進級す
る準備をする学期です。
今の学年で身に付けるべき学力や体力、振る舞いなどを自
分のものにしてほしいと思います。
安全に楽しく学校生活を送ることができるように保護者

のみなさまのご協力をお願いします。

「大谷翔平グローブ」届きました！
～子どもたちに大人気！～

巷で話題の「大谷翔平グローブ」が本校にも届き、始
業式の際、グローブと大谷選手からのメッセージを全校
のみなさんに紹介し、職員室前にコーナーを設けて子ど

もたちにグローブをお
披露目しました。
大谷選手からは、「野

球を通じて楽しく日々
を過ごしてもらえたら
嬉しいです。このグロ
ーブを使っていた子ど
もたちと将来一緒に野球ができることを楽しみにしてい
ます。野球しようぜ！」というメッセージが寄せられて
います。
この後、子どもたち全員がこのグローブを使うことが

できる授業やイベントを実施したいと思います。

１年 日景悠仁さん

５年 木村百希さん

３年 福地眞大さん



美しい桜が咲きますように！
～クラウドファンディングは、1,755,000円～

校庭にある桜を未来に残したいと11月から始めたク
ラウドファンディングは、目標の１００万円を超え、釈
迦内地区の方々はもちろん、卒業生や全国各地のプロジ
ェクトに賛同いただいた方々から１７５万円ものご協力
をいただきました。
予想をはるかに上回るご協力に驚くとともに、学校の

桜を大切にしてほしいと考えている方々がたくさんいら
っしゃることを再確認することができました。ご協力い
ただいた方々にあらためて感謝申し上げます。
早速、１２月２３日から「テングス病」の枝を剪定し

たり、腐食して危険な幹を切り落としたりする作業を開
始しました。
当日は、釈迦内校友会、交通安全釈迦内支部、保護者

の方々など３０名ほどが参加してくださり、樹木医さん
の指導の下、高所作業車や脚立に上がってチェーンソー
やノコギリで枝を切り落としたり、切り口に防腐剤を塗
ったりして作業を進めました。
参加した方々は、前日に降った大雪が積もった桜の木

に苦戦しながら、「地域にとって大切な桜。きれいな花
を咲かせられるよう剪定を続けていきたい」という思い
で作業をしていただきました。
作業は、三月まで続く予定です。今後ともご協力くだ

さいますよう、よろしくお願いいたします。

校地内への自家用車の乗り入れについて！
年度当初から再三お願いしております「校地内への自家用車の乗り入れ不可」ですが、
雪が降ったり、寒くなったりしたためか、以前より乗り入れが増えています。

これは、何度もお伝えしていますが、校地内を歩く子どもたちの安全を確保するため
にお願いしているものです。

乗り入れできないことを御存知ないのか、知っていても自分だけなら大丈夫と思って
いるのか、毎日特定の保護者の方々が、平気で校地内に自家用車を乗り入れています。

何度も言います。「事故が起きたらどうしますか」「約束を守らない姿を子どもたちに
見せて恥ずかしいとは思いませんか」「他の人もやっているからいいのでしょうか」

「自分だけなら大丈夫だろう」ではなく、ぜひ今すぐ止めていただきたいと思います。

さらに、学校前の道路は、7:30から8:30までの間は、一方通行になっています。
学校から出る際には、保育所方向へ右折することしかできません。長面方面に左折す

る車も何台か見受けられます。
除雪された雪で道幅が狭くなっておりますので、歩いている子どもたちに接触する恐

れがあり、非常に危険です。交通ルールをしっかりと守っていただきたいと思います。

何度も言いますが、状況が改善されない場合は、何らかの措置を講ずることになりま
すので、ご協力をお願いします。




